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あ
す
な
ろ
完
全
国
体
の
終
幕

を
飾
る
の
誠
十
月
七
日
の
自
転

車
競
技
（
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
）
で

す
。
叫
青
森
市油
川
を
成
年
組
が

午
前
六
時
に
、
十
分
遅
れ
て
少
 

、
年
組
が
そ
れ
ぞ
れ
ス
タ
ー
ト
し

全
長
百
三
十

・
」
キロ
に挑
戦
し
 
 

ま
す
。
こ
の
間
の
平
均
時
速
は

三
十
ー
四
十
キ
ロ
、
見
通
し
の
よ

い
平
坦
地
で
は
五
十
キ
ロ
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
か
ら
ま
る
で
自
動

車
並
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
 

ト
ッ
プ
グ
ル
ー
プ
が
市
内
三

好
橋
に
入

る
の
が
八
時
二
十
分
 
 

頃
で
、
福
井
、
沖
飯
詰
か
ら
直

線
の
農
道
を
通
り
飯
詰
を
抜
け

て
不
動
公
園
を
通
過
す
る
の
は

八
時
四
十
五
分
頃
と
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。
成
年
組
九
十
二
人
、
 

少
年
組
九
十
二
人
で
す
が
、
市

内
を
通
る
頃
に
は
少
年
組
の
ト
 
 

ッ
プ
が
成
年
組
に
割
り
込
ん
で

の
力
走
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
 

五
所
川
原
市
内
の
コ
ー
ス
は

八
時
頃
か
ら
交
通
規
制
に
入
り

ま
す
の
で
、
市
民
の
全
面
的
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
沿

道
で
の
声
援
も
お
願
い
し
ま
す
。
 

男 	25,223人 

女 	26,996人 

市 の 人 口 

52.219人 



秋
の
交
通
安
全
運
動
が
、
九

月
二
十

一
日
（
水
）
か
ら
三
十

日
（
金
）
ま
で
の
十
日
間
、
全

国

い
っ
せ
い
に
行
わ
れ
ま
す
。
 

今
回
は
、
①
歩
行
者
、
か
く

に
老
人
の
交
通
事
故
防
止
 

②
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
推

進
③
飲
酒

・
暴
走
運
転
の
根
絶
 

（夜
間
の
交
通
事
故
防
止
）
 

を
目
標
に
か
か
げ
て
お
り
ま
す
。
 

加
害
者
・
被
害
者
と
も
に
悲

惨
な
状
況
に
追
い
込
ま
れ
る
交

通
事
故
は
、
 
一
日
も
早
く
私
た

ち
の
社
会
か
ら
追
放
し
た
い
も

の
で
す
。
 

一
ぱ
い
で
、
狂
う
あ
な
た
の

ウ
デ
と
カ
ン
 

運転は シートベルトを 締めたあと 

ぱいで 狂うあなたの ウテと力 

秋の全国交通安全運動 
9 月21日～30日まで 
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わ
ら
焼
き
中
止
運
動
に
協
力
を
ク
 

西
北
五
地
方
は
、
稲
刈
時
期

に
な
る
と
 
「わ
ら
焼
き
ス
モ
ッ

グ
」
 
が例
年
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
 

今
年
は
、
あ
す
な
ろ
国
体
が

青
森
県
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
十
月
二
日
か
ら
七
日
ま
で

秋
季
大
会
が
全
県
下
に
わ
た
っ

て
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
す
。
 

と
こ
ろ
が
、
現
在
の
稲
の
成

育
状
況
か
ら
す
る
と
、
国
体
の
 

十
月
十
六
日
 

（日
）
か
ら
一
一

十
二
日
（
土
）
 

ま
で
は
「
行
政

相
談
週
間
」
で

す
が
、
青
森
行

政
監
察
局
で
は
、
 

次
の
方
を
行
政

相
談
委
員
に
委
 

嘱
し
て
い
ま
す
。
 

役
所
の
仕
事
で
困
っ
た
こ
と
、
 

わ
か
ら
な
い
こ
と
、
改
め
て
ほ

し
い
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
い
つ
で
も
遠
慮
な
く
ご
相

談
下
さ

い
。
相
談
は
無
料
で
す
。
 

相
談
の
秘
密
を
守
り
、
親
身

に
な
っ
て
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

◇
坂
本
甚
作
さ
ん

（
市
内
姥

葱
字
桜
木
二
七
六
ー
一

‘
曹
⑤
 
 

本
番
と
稲
刈
の
最
盛
期
が
か
ち

合

い
そ
う
な
気
配
で
、
そ
れ
に

伴
う
わ
ら
焼
き
公
害
が
心
配
さ

れ
て
い
ま
す
。
 

わ
ら
焼
き
ス
モ
ッ
グ
に
よ
っ

て
、
国
体
競
技
に
支
障
が
起
こ

る
こ
と
に
な
れ
ば
、
津
軽
の
恥

を
全
国
に
さ
ら
す
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
津
軽
地
方
を

中
心
に
国
体
期
間
中
の
わ
ら
焼

き
中
止
運
動
が
始
ま
っ
て
い
ま
 

三
〇
四
八
番

）
 

◇
成
田
栄
一
さ
ん

（
市
内
本

町
六
一
・
雪
⑤
三
〇
二
八
番
）
 

青
森
行
政
監
察
局
（
青
森
市

青
柳
一
丁
目
七
ー
一
，
〇
一
七

七
⑩
三
三
五
五
番
）
 

す
。
 

各
都
道
府
県
の
代
表
選
手
に

気
持
よ
く
実
力
を
発
揮
し
て
も

ら
う
た
め
に
は
、
農
家
の
わ
ら

焼
き
を
自
粛
し
て
も
ら
う
ほ
か

あ
り
ま
せ
ん
。
 

各
農
家
に
も
作
業
上
の
都
合

は
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、
稲
わ
ら

活
用
に
も
意
を
用
い
、
ぜ
ひ
ご

協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
 

、
 

行政相談委員に 
ご相談を 

役
所

の
仕
事
で
困
っ

て
い

ま
せ
ん
か
 

▲

一
般
陸
・
海
・
空
曹
候
補
 

学
生
 

A

一
般
二
士

（男
）
 

受
付
け
は
、
九
月
三
十
日
（
 

中
卒
以
上
十
八
歳
と

一
十四

金
）
ま
で
で
す
。
 

歳
ま
で
の
若
人
を
常
時
受
付
中
 

上
⑥」
 
自衛
官
を
募
集
中
 
編
。競
 

空
と
も
、
航
空
学
生

の
受
付
け
 

口
サ
ー
ビ

ス
課
、
ま
た
は
自
衛

は
、
九
月
二
十
六
日
（

月
）
ま
 
隊
五
所
川
原
募
集
事
務
所

（
胃

で
で
す
。
 

⑤
二
三
〇
五
番

）
に
お
問
い
合

せ
下
さ
い
。
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三
十
一
年
ぶ
り
、兄
と
対
面
 

海
満
出蕩
ゆ
日
茜

肘
で

ち

り
ぢ

り
 

京
子
さ
ん
 

n
H
主
引
，小
ノ
ー
ー
「1
1
 

1

司
 

戦
時
中
開
拓
団

と
し
て
旧
満
州
国
で
生
ま
れ
、
軒

の
混

乱
で
家
族
ち
り
ぢ
り
に
な
り
消
息
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
女
性

が
、
こ
の
ほ
ど

一
時
帰
国
し
、
三
十

一
年
ぶ
り
に
肉
親
と
対

面
し
ま
し
た
。
 

、
 

の
母
子
で
す
。
 

京
子
さ
ん

の
両
親
は
、
昭
和

十
五
年
五
月
、
租
母
ナ
ョ
さ
ん

と
六
人
の
子
供
を
つ
れ
て
渡
満
、
 

間
島
省
揮
春
県

の
飯
詰
開
拓
団
 
 

で
開
拓
に
従
事
し
て
い
ま
し
た
。
 

翌
十
六
年
、
現
地
で
四
女
の

和
子
さ
ん
が

生
ま
れ
、
二
年
後

に
京
子
さ
ん
が
出
生
、
男
三
人
、
 

女
五
人
の
八
人
兄
妹
と
な
り
ま

し
た
。
 

し
か
し
、
終
戦
の
混
乱
と
食

糧
難
か
ら
二
十
年
五
月
、
長
女

サ
ダ
さ
ん
、
同
年
十
一
月
に
租

母
ナ
ョ
さ
ん
、
翌
二
十
一
年
一

月
、
母
イ
マ
さ
ん
が
相
次
い
で

亡
く
な
り
、
兄
姉
の
う
ち
長
男

孝
さ
ん
、
二
男
隆
雄
さ
ん
が
一
一

十
一
年
十
月
に
引
き
揚
げ
て
き

ま
し
た
が
、
残
っ
た
兄
姉
は
そ

れ
ぞ
れ
中
国
人
家
庭
に
あ
ず
け

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
 

一
方
、
父
豊
一
さ
ん
は
、
十

九
年
五
月
に
現
地
で
召
集
を
う

け
、
四
年
後
に
復
員
し
ま
し
た

が
十
八
年
前
に
亡
く
な
っ
て
い

ま
す
。
 

京
子
さ
ん
の
消
息
が
判
っ
た

の
は
、
中
国
に
残
っ
て
い
た
三

男
の
忠
義
さ
ん
が
ケ
ガ
で
入
院

し
た
際
、
人
伝
て
に
聞
い
た
た

め
で
、
昨
年
春
に
は
兄
妹
が
三

十
数
年
ぶ
り
の
対
面
を
し
て
い

ま
し
た
。
ま
た
同
じ
頃
、
四
女

和
子
さ
ん
も
京
子
さ
ん
を
訪
ね

て
お
り
、
和
子
さ
ん
は

一
昨
年

九
月
、
ひ
と
足
先
に

一
時
帰
国

し
て
い
ま
す
。
 

京
子
さ
ん
は
、
人
民
公
社
に

勤
め
て
い
る
中
国

人
と
結
婚
、
 

十
四
歳
の
長
女
を
頭
に

一
男
」
一

女
を
も
う
け
て
い
ま
す
。
 

市
庁
舎
を
訪
れ
た
京
子
さ
ん
 
 

は
、
 
「車
窓
か
ら
眺
め
た
こ
ち

ら
の
田
園
風
景
は
中
国

と
あ
ま

り
変
わ
り
な
い
」
な
ど
、
夢
に

み
た
母
国
の
印
象
を
語
っ
て
い

ま
し
た
。
 

京
子
さ
ん
は
、
兄
孝
さ
ん
に

六
カ
月
ほ
ど
滞
在
し
ま
す
。
 

暑

い
夏
が
過
ぎ
、
 
「あ
す
な

ろ
国
体
」
も
真
近
か
に
迫
り
、
 

し
の
ぎ
や
す
い
季
節
と
な
り
ま

し
た
が
、
 
 
夏
や
せ
‘
暑
気
あ
た

り
の
党
習
者
と

い
っ
た
人
は
お

り
ま
せ
ん
か
。
 

心
身
と
も
に
す

こ
や
か
な
気
持

ち
で
「
あ
す
な

ろ
国
体
」
を
迎

え
た
い
も
の
で

す
ね
。
 

さ
て
、
毎
日

の
献
立
に
頭
を

悩
ま
し
て
い
る

お
母
さ
ま
た
ち
 

へ
一
言
。
 

m
夏
ば
て
回

復
に
悩
ん
で

い

る
人
に
は
、
た

っ
ぷ
り
と
栄
養

を
与
え
て
く
だ

さ
い
。
 と
く
に
 

ビ
タ
ミ
ン
B
と
C
を
と
ら
せ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
果
物
な
ら

な
ん
で
も
よ
い
の
で
す
が
、
と

く
に
ミ
カ
ン
類

・
レ
モ
ン
そ
し
 
 

て
牛
乳

・
チ
ー
ズ

・
い
も
類

・

豆
類

・
緑
黄
色
野
菜
等
（
だ
い

こ
ん
の
葉

・
か
ぼ
ち
ゃ

・
ピ

ー
 

マ
ン
等
）
を
食
卓
に
お
す
す
め

い
た
し
ま
す
。
 

②
八
月
・
九
月
は
食
中
毒
の

多
い
季
節
で
す
。
と
い
・
フの
は

連
日
の
猛
暑
か
ら
開
放
さ
れ
た

と
い
う
、
ち
ょ

っ
と
の
油
断
か

ら
お
こ
る
の
で
す
。
 

な
か
で
も
新
聞
紙
上
を
い
つ

も
に
ぎ
わ
し
て
い
る
腸
炎
ビ
ブ

リ
オ
に
よ
る
食
中
毒
は
六
月
か

ら
十
月
に
発
生
し
ま
す
が
八
月

か
ら
九
月
に
多
発
し
ま
す
。
で

す
か
ら
、
今

一
番
気
を

つ
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
な
の
で
 
 

す
。
 

魚
介
類
の
生
食

（刺
し
身
・

す
し
等
）
は
、
食
べ
る
直
前
に

つ
く
る
こ
と
、
よ
く
真
水
で
洗

っ
て
か
ら
調
理
す
る
こ
と
、
完

全
冷
却
な
ど
、
細
心
の
注
意
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
調
理
に
使

っ
た
フ
キ
ン

・
食
器
・
マ
ナ
板

は
熱
湯
を
か
け
て
殺
菌
し
、

い

つ
も
済
潔
に
し
て
お
く
こ
と
で

す
。
 

お
宅
の
台
所
は
、
ど
う
で
す

か
。
も
う

一
度
確
め
て
み
て
く

だ
さ

い
。
さ
あ
、
こ
れ
で
ひ
と

安
心
。
 
「あ
す
な
ろ
国
体
」
に

元
気
で
参
加
し
ま
し
よ
う
。
 

こ
の
女
性
は
、
飯
詰
出
身
の

中
国

・
吉
林
省
図
側
市
、
百
貨

店
店
員
、
木
村
京
子
さ
ん

（
三

四
）
ー
中
国
名
・
千
秀
琴

ー
と

三
女
の
千
顔
敏
ち
ゃ
ん

（
六
つ
）
 

こ夏ばての回復と食生活ミ 



」
磯醸
縄
麟
識蛾
 

九
月
十
五
日
は
「
敬
老
の

日
」
 
です
。
 

国
で
は
、
お
年
寄
り
や
心

身
障
害
者
な
ど
社
会
的

・
経

済
的
に
弱
い
立
場
に
あ
る
人

に
対
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
施

策
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

税
金
の
面
に
お

い
て
も
、
 

次
の
よ
う
な
優
偶
措
置
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

▽
年
齢
が
六
十
五
歳
以
上

で
、
所
得
金
額
が

一
千
万
円

以
下
の
人
は
、
基
礎
控
除
グ

ど
の
ほ
か
に
老
年
者
控
除
と

し
て
二
十
三
万
円
が
所
得
金
 

額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。
ま
 

、
 

お
年
寄
り
ゃ
障
害
者
と
税
金
 

た
、
国
民
年
金
や
厚
生
年
金

な
ど
の
公
的
年
金
や
恩
給
を

受
け
て
い
る
場
合
は
、
老
年

者
年
金
特
別
控
除
と
し
、
七

十
八
万
円
を
収
入
金
額
か
ら

控
除
す
る
こ
、

が
で
き
ま
す

▽
七
十
歳
以
上

の
お
年
寄

り
を
扶
養
し
て
い
る
人
は
、
 

老
人
扶
養
控
除
と
し
て
所
得
 

金
額
か
ら
三
十
五
万
円
を
控

除
で
き
ま
す
（
通
常

の
場
合

は
二
十
九
万
円
）
。
 

▽
心
身
障
害
者
が
受
け
ら

れ
る
特
典
と
し
て
、
所
得
税

で
は
障
害
者
控
除
（

一
人
当

り
二
十
三
万
円
）
、
相
続
税

で
は
障
害
者
の
税
額
控
除
（
 

七
十
歳
に
達
す
る
ま
で
の
年

数
に
三
万
円
を
か
け
た
金
額
 

）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
 

そ
の
ほ
か

に
も
、
身
体
障

害
者
が
自
ら
運
転
す
る
乗
用

車
に
は
物
品
税
が

か
か
ら
な

い
と
か
、
身
体
障
害
者
を
多

く
雇
用
し

て
い
る
事
業
所
に

は
設
備
な
ど

の
償
却
費
の
割

り
増
し
を
認
め
る
措
置
が
と

ら
れ
て
い
ま
す
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お題は 「母」 53年歌会始

ふるってご応募を 

ニ
十
日
、
鶴
田
町
で
開
設
 

昭
和
五
十
三

年
歌
会
始
の
お

題
は
、
 
「母
」
 

と
定
め
ら
れ
ま

し
た
。
 

●

詠
進
の
要
領

①
詠
進
歌
は

自
作
の
歌
で

一

人

一
首
と
し
、
 

未
発
表

の
も
の

に
限
り
ま
す
。
 

②
用
紙

は
、
 

半
紙
（
習
字
用

の
半
紙

〔
白紙
〕
 

が
よ
い
）
と
し
、
 

毛
筆
で
自
書
し

て
下
さ

い
。
 

③
病
気
、

身
 
 

体
障
害
の
た
め
毛
筆
で
自
書
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は

他
人
が
代
書
し
て
も
差
し
支
え

あ
り
ま
せ
ん
が
、
代
書
の
場
合

は
、
す
べ
て
そ
の
理
由
を
か

い

た
別
の
紙
を
添
え
で
下
さ
い
。
 

④
書
式
は
、
半
紙
を
二
つ
折

り
に
し
、
開
い
て
右
半
面
に
お

題
と
歌
、
左
半
面
に
住
所
、
氏

名
（
本
名
、
ふ
り
が
な
つ
き
）
、
 

生
年
月
日
、
職
業
（
具
体
的
に
）
 

を
書
い
て
下
さ

い
。
 

無
職
の
場
合
は
、
元
の
職
業

を
書
い
て
下
さ

い
。
 

●

詠
進
の
期
間
 

九
月
一
日
か
ら
十
月
十
一
日

ま
で
と
し
、
郵
送
の
場
合
は
、
 

消
印
が
十
月
十

一
日
ま
で
の
も
 
 

の
を
有
効
と
し
ま
す
。
 

●

郵
便
の
あ
て
先
 

「郵
便
番
号

一
〇
〇

・
東
京

都
千
代
田
区
千
代
田

一
番
一
号

宮
内
庁
」
と
し
、
封
筒
に
「
 

詠
進
歌
」
と
書
き
添
え
て
下
さ

い
。
詠
進
歌
は
、
小
さ
く
折
っ

て
封
入
し
て
差
し
支
え
あ
り
ま

せ
ん
。
 

（注
）
歌
に
は
母
（
は
は
）
の

語
意
の
あ
る
他
の
言
葉
た
と
え

ば
「
た
ら
ち
ね
」
 
・
 
「
め
お
や
」
 

な
ど
と
用
い
て
も
よ
い
が
、
人

間
を
は
じ
め
生
命
の
あ
る
動
物

の
女
親
を
題
材
と
し
た
歌
に
限

り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
母
国
 

・
母
校
な
ど
と
し
て
用
い
な
い

こ
と
。
 

西
北
教
育
事
務
所
で
は
、
 
「
 

三
歳
の
ひ
み
つ
」
 
おか
あ
さ
ん

の
“
な
ぜ
な
ぜ
教
室
“
を
次
の

日
程
で
開
き
ま
す
の
で
、
小
さ

い
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
お
か

あ
さ
ん
は
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
下

さ
い
。
 

▽
と
き
 
九
月
二
十
日
（
火

）
 

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
 

▽
と
こ
ろ
 
鶴
田
町

・
中
央

公
民
館
 

▽
学
習
内
容
 

o
講
話
「
家

庭
に
お
け
る
“
し
つ
け
“
を
ど

の
よ
う
に
し
た
ら
よ

い
か
」
。
 

講
帥
・
県
教
育
庁
社
会
教
育
課

社
教
主
事
三
上
和
彦
氏
。
 

〇
映
画
「
心
を
育
て
る
子
供

の
遊
び
」
ほ
か
。
 

ま
た
当
日
は
、
医
学
・
教
育
 

・

児
童
心
理

・
幼
児
数
育
等
に

つ
い
て
個
別
指
導
も
行
な

い
ま

す
。
 

「健
康
展
」
 

へ
ど
う
ぞ
 

血
圧
測
定
も
行
い
ま
す
 

青
森
県
医
帥
会
な
ど
主
催
の

第
三
回
「
健
康
展
」
が
五
所
川

原
市
で
開
か
れ
ま
す
。
気
軽
に

お
い
で
下
さ
い
。
 

期
間
中
病
気
に
つ
い
て
の
パ

ネ
ル

・
新
し
い
医
療
器
具

の
展

示
の
ほ
か
、
 
「健
康
相
談
」
、
 

「血
圧
測
定
」
、
「栄
謝
指
導
」
 

も
行
い
ま
す
。
 

◇
と
き
 
九
月
二
十
三
日
（
 

金
）
か
ら
二
十
五
日
（
日

）
ま

で
。
 

◇
と
こ
ろ
 
本
町
「
中
三
デ

パ
ー
ト
」
 
五
階
。
 

な
お
、
主
催
は
青
森
県
医
帥

会
、
北
五
医
帥
会
、
五
所
川
原

市
民
保
健
協
議
会
で
す
。
 

鼻
の
病
気
で
 

お
悩
み
の
方
 

み
ん
な
の
「
健
康
教
室
」
 

医
帥
会
と
家
庭
を
結
ぶ
、
み

ん
な
の
「
健
康
教
室
」
を
次
の

日
程
で
開
き
ま
す
。
今
月
の
テ
 

ー
マ
は
、
「鼻
の
病
気
」
 
です
。
 

▽
と
き
 
九
月
二
十
九

日
（
 

木
）
午
後
一
時
か
ら
 

▽
と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館
 

（
第
二
集
会
室
）
 

o
主
催
 
北
五
医
帥
会

・
五

所
川
原
市
民
保
健
協
議
会
 

お
か

あ

さ
ん

の
 

“
な
ぜ

な
ぜ

教
室

）
 

後期技能検定試験のお知らせ 

レ実施職種 時計修理．建設. 農業機械整備．冷凍空気調和

機器施工．婦人子供服．紳士服製造，和裁．寝

具製作．帆巾製品．洋菓子．和菓子製造．酒造

建築大工．配管. 型わく施工，鉄筋組立て．ガ

ラス施工. 建築製図．広告美術仕上げ 

レ受検資格 ①1級は、14年以上実務経験年数を有する人

② 2 級は、 5 年以上実務経験年数を有する人 

③その他有資格．学歴．訓練歴で経験年数が短 

縮されます。 

ン受検料 	1. 2 級とも①学科試験 1,500円 

②実技試験 4,000円～8,500円 

レ申込締切り 52年10月21日（金）必着 

詳しいことは、五所川原共同高等職業訓練校（廿 4-2731) 

へお問い合せ下さい。 

広
報
紙
の
早
期
配
布
に
ご

協
力
願
い

ま
す
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